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勝山市役所PR室
「冬眠からの目覚め「冬眠からの目覚め」」
かつやま恐竜の森・ディノパークかつやま恐竜の森・ディノパーク
新エリアが4月21日㈮よりオープン新エリアが4月21日㈮よりオープン

平成29年度
　勝山市当初予算決まる ……… 2～６ページ
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広
告
の
お
申
し
込
み
は

秘
書
・
広
報
課
ま
で

広
告 にこにこ妊婦奨励金にこにこ妊婦奨励金

勝山市で安心して出産できることを目指し…

•勝山市内に住所を有すること
•初期より当院において定期の
　　　　　　　　妊婦健診を受けること
•県内の医療機関で出産すること　等
上記等を満たす場合、勝山市より
妊婦さんに10万円支給する制度があります。

JCHO福井勝山総合病院
独立行政法人地域医療機能推進機構

詳しくは、産婦人科外来へ　　TEL（0779）88ｰ0350

「学年ビリから東大へ進み、
作家になった私の勉強法」
～英数国の成績が
劇的にアップする～

「おなかのかわ」

「電通事件」
～なぜ死ぬまで
　　働かなければ

ならないのか～

竹内　薫／著
ＰＨＰ研究所

村山　知義／絵
福音館書店

北　健一／著
　旬報社

英語、国語と同様、数学も言語の一
つである。英数国という言葉の力を
高めて自分の夢を叶えよう！３度のビ
リ体験を経て東大へ進み、作家になっ
た著者が、成績アップにつながる勉
強習慣と、未来社会を生き抜く知恵
を伝授する。

ねことおうむは相談して、交互にご
馳走し合うことにしました。ところ
が、ねこはひどいけちんぼで、少し
しか食べものを出しません。一方お
うむは素敵なごちそうをこしらえま
した。ねこはそれらを食べつくし、
もっとないかと言い始め…。

電通は変われるかという問いは、日
本の企業社会とそこで働く私たちが
変われるか、という問いかけでもあ
る。過労死という異常をなくすため
に必要なことは何か。電通事件の闇
を解き明かす。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書

広報かつやまに広告を載せませんか？

お申し込みは未来創造課まで

掲載料金▶1枠　1万5,000円（縦5.5cm×横8.5cm）
　　　　　2枠　3万円（縦5.5cm×横18cm）

件数内訳 平成29年３月末 前年比

総件数 １４３件 ＋２３件

人身事故
（うち高齢者）

８件
（５）

＋２件
（+５）

死　者
（うち高齢者）

１人
（１）

＋１人
（＋１）

傷　者 ８人 ＋２人

物損事故 １３５件 ＋２１件

４月の納税

２月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 ３月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 11,500人 2 －14 －12 46 －78 －32 11,456人 －44人
女 12,565人 5 －14 －9 37 －71 －34 12,522人 －43人
合　計 24,065人 7 －28 －21 83 －149 －66 23,978人 －87人
世帯数 8,011世帯 8,002世帯 －9世帯

人口の動き

固定資産税▶第１期　
納期限▶5月1日㈪　口座振替▶4月26日㈬

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上
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人件費
23億215万円

扶助費
22億9,063万円

公債費
 11億
   1,948
　　 万円

歳 　　出

歳 　　入

義

務

的

経

費

の

そ

他

の

経

費

投 資 的 経 費

繰出金　　
 12億　　　
    9,382
        万円

普通
建設事業

16億　　　　
1,201万円

物件費
15億
  904万円

補助費等
13億5,875万円

積立金
6,442万円

維持補修費
2億800万円

貸付金　4億430万円

市税
28億6,182万円 

国庫支出金 
14億2,860万円 

地方交付税
39億1,500万円

市債　10億2,970万円

県支出金　10億6,196万円

分担金および負担金
使用料および手数料
 2億2,964万円

財産収入 768万円
寄附金 2,410万円
繰入金 4億4,724万円
繰越金 1,000万円
諸収入 5億1,524万円

地 方 譲 与 税
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株式等譲渡所得割交付金
地 方 消 費 税 交 付 金
自動車取得税交付金
地 方 特 例 交 付 金
交通安全対策特別交付金

自

主

財

源
依

存

財

源

1億4,400万円
500万円
2,000万円
1,500万円

4億1,000万円
2,800万円
600万円
362万円

特別会計名 予　算　額 前年度比
育 英 資 金 会 計 4,704万円 △ 3.2％
下 水 道 事 業 会 計 9億4,746万円 △ 21.5％
農業集落排水事業会計 1億5,374万円 △ 5.3％
簡 易 水 道 事 業 会 計 4,135万円 △ 89.9％
国 民 健 康 保 険 会 計 30億4,480万円 △ 3.4％
後期高齢者医療会計 3億 545万円 △ 1.1％
介護保険会計保険事業勘定 27億9,907万円 0％
介護保険会計介護サービス事業勘定 1,030万円 △ 12.3％
市有林造成事業会計 7,188万円 6.7％

企業会計名 予　算　額 前年度比
水 道 事 業 会 計 8億5,964万円 23.6％

勝山さんちの家計簿勝山さんちの家計簿
年収600万円程度の世帯に合わせるため、年収600万円程度の世帯に合わせるため、
予算額の2,000分の1で計算してあります。予算額の2,000分の1で計算してあります。

平成29年度予算
（一般会計性質別内訳）

世帯の年収内訳
（H29予算の2,000分の1） 前年度収入

市税などの自主財源
40億9,572万円

給料・パート収入
204万7,860円

給料・パート収入
203万6,425円

地方交付税、国・県支出金など
70億3,718万円

両親からの援助など
351万8,590円

両親からの援助など
350万1,125円

市債発行
10億2,970万円

各種ローンの借入
51万4,850円

各種ローンの借入
48万400円

収入計
121億6,260万円

収入計
608万1,300円

収入計
601万7,950円

平成29年度予算
（一般会計性質別内訳）

世帯の年支出内訳
（H29予算の2,000分の1） 前年度支出

繰出金・補助費・出資金・貸付金など
 30億5,687万円

子どもへの仕送り・各種会費など
 152万8,435円

子どもへの仕送り・各種会費など
 153万9,935円

人件費
23億215万円

食費
115万1,075円

食費
113万6,890円

扶助費
22億9,063万円

医療費
114万5,315円

医療費
111万3,975円

普通建設事業・維持補修費
 18億2,001万円

車の購入・自宅の増改築・修繕費
91万5円

車の購入・自宅の増改築・修繕費
87万8,505円

公債費
11億1,948万円

ローン返済
55万9,740円

ローン返済
56万230円

物件費
15億904万円

光熱水費・被服費など
75万4,520円

光熱水費・被服費など
76万9,745円

積立金
6,442万円

新たな預貯金
3万2,210円

新たな預貯金
1万8,670円

支出計
121億6,260万円

支出計
608万1,300円

支出計
601万7,950円

収　入 支　出

給料は増えた
けど、ローン
の借り入れも
増えたので、
倹約をしない
と

平成29年度 予算特集

新たな預貯金を
増やしていざと
いうときに備え
ないと
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移
住
・
定
住
の
促
進
に
向
け
、
住
む

〜
暮
ら
す
〜
働
く
ま
で
の
各
種
施
策
を

充
実
し
た
こ
と
に
伴
い
、
一
般
会
計
で

は
、
前
年
度
比
約
1
億
2
千
7
百
万
円

増
額
の
約
1
2
1
億
6
千
3
百
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
財
政
調
整
基
金
は
、
企
業
振

興
助
成
金
、
道
の
駅
建
設
事
業
な
ど
の

増
額
、
観
光
の
産
業
化
関
連
事
業
の
増

額
な
ど
に
よ
り
生
じ
た
財
源
不
足
へ
の

対
応
と
し
て
、
3
億
7
千
3
百
万
円
を

繰
り
入
れ
た
結
果
、
平
成
29
年
度
末
残

高
は
、
約
9
億
1
千
6
百
万
円
と
な
る

見
込
み
で
す
。

【
市
税
】

　

大
手
企
業
な
ど
に
景
気
回
復
の
兆
し

が
見
受
け
ら
れ
る
た
め
、
法
人
市
民
税

の
増
額
を
見
込
み
、
前
年
度
比
約
5
千

6
百
万
円
増
額
の
約
28
億
6
千
2
百
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

【
地
方
交
付
税
】

　

普
通
交
付
税
の
増
額
を
見
込
み
、
前

平
成
29
年
度 

勝
山
市
当
初
予
算
決
ま
る

「
小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
光
る

「
小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
光
る  

誇
り
と
活
力
に
満
ち
た

誇
り
と
活
力
に
満
ち
た

ふ
る
さ
と
勝
山
」
の
新
た
な
創
生
を
目
指
し
て

ふ
る
さ
と
勝
山
」
の
新
た
な
創
生
を
目
指
し
て

年
度
比
約
9
千
万
円
増
額
の
約
39
億
1

千
5
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　〈
人
件
費
〉

　

平
成
29
年
度
末
に
13
人
が
定
年
退
職

を
迎
え
る
に
あ
た
り
退
職
手
当
負
担
金

が
大
幅
に
増
額
と
な
り
、
前
年
度
比
約

2
千
8
百
万
円
増
額
の
約
23
億
2
百
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

〈
扶
助
費
〉

　

保
育
士
処
遇
改
善
に
よ
る
私
立
保
育

園
運
営
委
託
料
の
増
額
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
比
約
6
千
3
百
万
円
増
額
の
約

22
億
9
千
1
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

〈
普
通
建
設
事
業
費
〉

　

企
業
振
興
助
成
金
、
道
の
駅
建
設
事

業
な
ど
の
増
額
に
よ
り
、
前
年
度
比
約

６
千
２
百
万
円
増
額
の
約
16
億
１
千
２

百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

〈
物
件
費
〉

　

人
事
院
勧
告
お
よ
び
最
低
賃
金
の
引

き
上
げ
に
よ
り
嘱
託
・
臨
時
職
員
の
賃

金
が
増
額
と
な
っ
た
ほ
か
、地
目
図
デ
ー

タ
作
成
に
向
け
て
の
航
空
写
真
撮
影
、

勝
山
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
へ

の
事
業
委
託
な
ど
が
新
規
事
業
と
し
て

増
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
市
長
選
挙
や

新
体
育
館
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
特
殊
要
因
に
よ
る
予
算
が
無
く

な
っ
た
ほ
か
、
市
営
体
育
館
取
り
壊
し

に
よ
る
管
理
運
営
費
の
減
額
な
ど
に
よ

り
、
前
年
度
比
約
３
千
万
円
減
額
の
約

15
億
９
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

〈
補
助
費
等
〉

　

勝
山
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社

へ
の
補
助
金
、
国
民
体
育
大
会
プ
レ
大

会
開
催
の
た
め
の
実
行
委
員
会
へ
の
補

助
金
が
増
額
と
な
り
、
前
年
度
比
約
３

千
３
百
万
円
増
額
の
約
13
億
５
千
９
百

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

〈
繰
出
金
〉

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出

金
な
ど
が
減
額
と
な
り
、
前
年
度
比
約

５
千
６
百
万
円
減
額
の
約
12
億
９
千
４

百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計

歳
入
予
算
の
概
要

一
般
会
計

歳
出
予
算
の
概
要

一般会計 １２１億６，２６０万円（前年度比 1.1％増）
特別会計 ７４億２，１０８万４千円（前年度比 9.1％減）
企業会計 ８億５，９６３万７千円（前年度比 23.6％増）

予算総額　２０４億４，３３２万１千円（前年度比 2.2％減）

人口減少問題の克服・緩和と、人口減少問題の克服・緩和と、
　　地方創生の実現に向け、　　地方創生の実現に向け、

U・Iターン施策に重点配分U・Iターン施策に重点配分
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●
企
業
振
興
助
成
金

　

7
ペ
ー
ジ
下
段
を
参
照
。

● 

勝
山
「
ま
る
ご
と
」
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
計
画

事
業

　

お
も
て
な
し
商
業
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
よ
る
改
修
店
舗
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
よ

り
、
市
内
店
舗
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

●
お
も
て
な
し
商
品
開
発
等
支
援
事
業

　

15
ペ
ー
ジ
下
段
を
参
照
。

●
勝
ち
山
お
も
て
な
し
グ
ル
メ
発
信
事
業

　

ま
ち
な
か
の
飲
食
に
つ
い
て
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
作
成
、
市
内
飲
食
店
メ
ニ
ュ
ー
の
点
字
表
記

を
行
う
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
ホ
ワ
イ
ト
ザ
ウ
ル
ス
制
作
設
置
事
業

　

頭
部
が
落
下
し
撤
去
さ
れ
た
ホ
ワ
イ
ト
ザ
ウ

ル
ス
を
復
元
し
ま
す
。

●
観
光
の
ま
ち
推
進
事
業
費

　

勝
山
市
の
観
光
を
今
後
一
元
的
に
担
う
勝
山

市
観
光
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
に
補
助
お
よ
び

委
託
し
、
勝
山
市
の
観
光
の
産
業
化
を
目
指
し

ま
す
。

● 

白
山
平
泉
寺
開
山
1
3
0
0
年
P
R
事
業

　

白
山
平
泉
寺
が
開
山
1
3
0
0
年
を
迎
え
る

こ
と
を
記
念
し
、
白
山
神
社
や
地
元
地
区
と
連

携
し
〝
食
〞
と
〝
音
楽
〞
を
テ
ー
マ
と
し
た
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

● 

グ
ル
メ
フ
ェ
ス
タ
in
越
前
大
仏
開
催
事
業

　

越
前
大
仏
が
開
創
30
年
に
合
わ
せ
、〝
食
〞

を
テ
ー
マ
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

● 

雪
冷
房
実
証
実
験事

業

　

雪
氷
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
促
進
協
議
会
に
お

い
て
、
雪
冷
房
の
実
証

実
験
に
取
り
組
み
ま

す
。

● 

タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
除
雪
車
・
凍
結
防
止
剤
散

布
車
更
新
事
業

　

老
朽
化
し
た
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
除
雪
車
・
凍

結
防
止
剤
散
布
車
の
更
新
を
行
い
、
除
雪
体
制

の
強
化
を
図
り
ま
す
。

●
道
の
駅
建
設
事
業

　

平
成
32
年
度
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
道
の
駅

基
本
設
計
お
よ
び
詳
細
設
計
、
建
設
地
の
用
地

取
得
を
行
い
ま
す
。

●
君
原
健
二
ロ
ー
ド
整
備

　

勝
山
マ
ラ
ソ
ン
大
使
で
あ
る
君
原
健
二
氏
監

修
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
を
整
備
し
、
市
民
の

健
康
増
進
と
、
公
園
の
新
た
な
魅
力
づ
く
り
を

行
い
ま
す
。

●
北
部
第
4
公
園
便
益
施
設
設
置
工
事

　

災
害
時
の
避
難
場
所
と
な
っ
て
い
る
北
部
第

4
公
園
に
ト
イ
レ
を
設
置
し
ま
す
。

●
鉄
骨
ブ
レ
ー
ス
塗
装
改
修
工
事

　

定
住
促
進
住
宅
1
号
棟
の
耐
震
補
強
鉄
骨
ブ

レ
ー
ス
の
経
年
劣
化
に
伴
う
塗
装
改
修
工
事
を

行
い
ま
す
。

● 

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
（
地
域
住
宅
計

画
）
事
業

　

本
町
住
宅
の
外
壁
断
熱
改
修
工
事
を
実
施
し

ま
す
。

●
市
民
会
館
等
施
設
整
備
事
業

　

老
朽
化
し
た
受
電
設
備
を
地
上
化
す
る
こ
と

に
よ
り
地
下
室
浸
水
の
リ
ス
ク
を
回
避
し
ま

す
。

●
地
域
と
進
め
る
体
験
推
進
事
業

　

地
域
を
愛
し
、
地
域
を
誇
り
に
思
う
児
童
・

生
徒
育
成
の
た
め
、
地
域
の
課
題
な
ど
を
改
善

す
る
体
験
学
習
を
実
施
し
ま
す
。

●
中
学
校
振
興
事
業

　

中
学
校
の
給
食
費
に
対
す
る
補
助
を
増
額
し

ま
す
。

●
幼
稚
園
の
あ
り
方
検
討
懇
話
会

　

勝
山
市
立
幼
稚
園
の
あ
り
方
検
討
懇
話
会
を

開
催
し
、
幼
稚
園
の
設
置
・
運
営
の
あ
り
方
に

関
し
、
意
見
を
聴
き
集
約
し
ま
す
。

●
旧
木
下
家
住
宅
整
備
活
用
事
業

　

組
立
工
事
を
行
う
と
と
も
に
、
耐
震
・
復
元

工
事
に
着
手
し
ま
す
。

●
海
洋
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
事
業

　

体
育
館
を
武
道
で
も
使
用
で
き
る
よ
う
改
修

工
事
を
行
い
ま
す
。

● 

国
民
体
育
大
会
推
進
事
業

　

平
成
30
年
開

催
「
福
井
し
あ

わ
せ
元
気
国
体
」

に
向
け
て
、
正

式
競
技
2
種
目

の
プ
レ
大
会
を

開
催
し
ま
す
。

平成29年度 予算特集

クレー射撃競技

雪室

にぎわいと産業の振興、連携による持続可能なまちづくり

美しい環境や景観の中で便利に快適に暮らせるまちづくり

豊かな人間とたくましさを持った人を育むまちづくり

（続き）
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● 

電
子
表
決
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
一
般
質
問
用
資

料
表
示
機
器
導
入

　

本
会
議
に
お
い
て
各
議
員
の
議
案
に
対
す
る

賛
否
を
押
し
ボ
タ
ン
形
式
に
し
て
モ
ニ
タ
ー
に

表
示
す
る
こ
と
に
よ
り
公
開
性
を
高
め
る
ほ

か
、
一
般
質
問
の
時
に
資
料
を
モ
ニ
タ
ー
に
表

示
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

●
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

平
成
30
年
度
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
、
多

言
語
化
・
音
声
読
み
上
げ
な
ど
へ
の
対
応
準
備

を
行
い
ま
す
。

●
航
空
写
真
撮
影
･
地
目
図
デ
ー
タ
作
成
業
務

　

適
切
な
固
定
資
産
税
賦
課
を
行
う
た
め
、
勝

山
市
全
域
の
航
空
写
真
を
撮
影
し
、
地
目
図
・

家
屋
所
在
図
を
整
備
し
ま
す
。

●
わ
が
ま
ち
魅
力
発
散
事
業

　

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
、
わ
が
ま
ち
助

成
事
業
で
顕
在
化
さ

れ
た
、
自
然
・
歴
史
・

産
業
な
ど
の
地
域
資

源
の
「
保
護
・
保
全
」

「
教
育
普
及
」
お
よ

び
地
域
資
源
を
巡
る

「
ジ
オ
ツ
ア
ー
の
実

施
」
を
市
民
自
ら
が

行
う
取
り
組
み
な
ど

に
助
成
し
ま
す
。

● 

恐
竜
渓
谷
ふ
く
い
勝
山
ジ
オ
パ
ー
ク
啓
発
活

動
助
成
事
業

　

恐
竜
渓
谷
ふ
く
い
勝
山
ジ
オ
パ
ー
ク
を
啓
発

す
る
た
め
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
使
用
し
た
看
板
や

印
刷
物
な
ど
の
製
作
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
福
祉
発
ま
ち
の
経
済
活
性
化
事
業

　

医
療
、
介
護
、
福
祉
な
ど
の
垣
根
を
超
え
て

高
齢
者
の
地
域
包
括
ケ
ア
の
実
現
を
目
指
す
活

動
を
支
援
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
繋
げ
ま

す
。

●
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

　

中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
の
医
療
費
を
完
全
無

料
化
し
、
疾
病
の
早
期
発
見
と
治
療
を
促
進
し
、

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

●
保
育
園
保
育
料
軽
減

　

市
民
税
非
課
税
世
帯
に
つ
い
て
、
第
2
子
の

保
育
料
を
無
料
と
し
ま
す
。
ま
た
、
年
収
約

3
6
0
万
円
未
満
の
ひ
と
り
親
世
帯
な
ど
に
つ

い
て
、
第
1
子
の
保
育
料
を
軽
減
し
ま
す
。

● 

児
童
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
・
放
課
後
児
童
健

全
育
成
事
業

　

南
児
童
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
北
郷
児
童
セ
ン

タ
ー
を
小
学
校
校
舎
内
に
移
転
し
、
児
童
の
健

全
な
育
成
を
図
り
ま
す
。

●
健
康
増
進
事
業
・
後
期
高
齢
者
保
健
事
業

　

歯
周
病
を
予
防
し
、
歯
の
喪
失
を
防
ぐ
た
め

に
40
、
50
、
60
、
75
歳
の
節
目
年
齢
を
対
象
に

無
料
で
歯
科
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

●
母
子
保
健
事
業

　

産
後
う
つ
の
予
防
や
新
生
児
へ
の
虐
待
予
防

の
観
点
か
ら
産
後
2
週
間
と
1
か
月
の
時
期
に

産
婦
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

●
消
防
団
員
報
酬
･
報
償

　

消
防
団
員
の
処
遇
改
善
を
図
り
ま
す
。

●
田
舎
暮
ら
し
体
験
交
流
事
業

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
連
携
し
、
田
舎
暮
ら

し
の
体
験
事
業
を
通
じ
、
交
流
人
口
の
増
加
や
田

舎
暮
ら
し
体
験
受
入
農
家
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

●
地
域
お
こ
し
応
援
事
業

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
に
よ
り
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
都
市
住
民
と
の
交
流
を
行

い
、
地
域
力
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

●
地
区
有
害
鳥
獣
捕
獲
補
助
金

　

地
元
が
管
理
し
て
い
る
イ
ノ
シ
シ
檻
の
管
理

に
伴
う
負
担
軽
減
の
た
め
、維
持
管
理
、餌
補
充
、

見
回
り
な
ど
の
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
ふ
る
さ
と
森
林
館
改
修
工
事

　

地
元
移
管
へ
向
け
て
必
要
な
修
繕
・
改
修
工

事
な
ど
を
行
い
、
施
設
の
有
効
利
用
を
図
り
ま

す
。

●
稚
鮎
放
流
事
業
補
助
金

　

道
の
駅
開
業

を
見
据
え
、
ア

ユ
の
放
流
量
を

増
や
す
こ
と
で

釣
り
客
を
含
め

た
誘
客
増
加
と

九
頭
竜
川
鮎
の

ブ
ラ
ン
ド
化
を

図
り
ま
す
。

● 

小
規
模
事
業
者
経
営
力
向
上
支
援
事
業
補
助
金

　

お
も
て
な
し
商
業
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
連
携
し
た
小
規
模
事
業
者
へ
の
指
導
、
各
施

設
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
デ
ー
タ
化
・
情
報
発
信
、

市
場
調
査
な
ど
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
経

済
全
体
の
底
上
げ
を
図
り
ま
す
。

すべての市民の力を合わせた広く開かれたまちづくり

誰もが安心して暮らせる人にやさしいすこやかなまちづくり

にぎわいと産業の振興、連携による持続可能なまちづくり

わがまち事業を使った取り組み（養蚕の復活）

幼稚園児による稚鮎の放流幼稚園児による稚鮎の放流

予

算

の

概

要
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Ｕ・Ｉターンコラム

　今月号より、勝山市にUターンや
Iターンをしてきた方を紹介する「美
しく生きる」のコラムがスタートし
ます。
　第１回目は、東京からご夫婦で勝
山に移住した、山下さんにインタ
ビューをしました。

▶Uターンしたきっかけは…
　元々母が病気がちで、祖父の介護
もあり、大好きな父の為に高校の時
から勝山に帰ってこようとずっと
思っていました。

▶ 勝山に戻ってきて良かったことは
何ですか…
　なんと言っても水と空気がいいで
すね。
　実は、東京では、２番目の子ども
ができなかったけど勝山に帰ってき

たらすぐにできたんですよ。やっぱ
り水のせいですかね。
　東京で上の子は、家の中に縮こ
まっていたけど、勝山ではのびのび
活発になったんですよ。
　保育園での左義長太鼓なんかは
特に喜んでやっていますね。あと、
公園など外でよく遊ぶようになりま
した。
　地域の方があたたかい、周りの方
に見守っていただいている。すごく
安心感がありますね。
　「都会では安心して子育てできな
い！！！」勝山のすばらしい環境で
子育てができる喜びを実感していま
す。

▶勝山市に望むものは…
　小さい子どもが行ける水遊びので
きるきれいな公園や室内のきれいな

環境で砂遊びのできる施設が欲しい
です。勝山には大きくてきれいな公
園が無いですね。
　子ども服の買えるお店が市内に
もっとあるといいと思いますね。
　夫（20代）はＩターンですが、
同じ年代の方と交流がほとんどない
ので出会いの場の情報があるといい
ですね。

山下　美穂さん（30歳）
＝遅羽町下荒井＝

U
I
うつくしく
いきる

Enjoy Life in Katsuyama

ぜひご利用ください！勝山市企業振興助成金ぜひご利用ください！勝山市企業振興助成金
　市では、事業者の育成と企業の立地促進を図ることにより産業の振興と雇用を促進する制度を整備
しています。施設の整備や環境整備、新たな雇用など、事業の拡大をお考えの企業や事業者はぜひご
相談ください。 問　ふるさと創生・移住課（市役所2階）☎88 ｰ 8130

勝山市企業振興助成金一覧表
助成金などの種類 対象経費 内　容 1回当たりの限度額

企業立地助成金 土地の取得費・造成費、工場な
どの建設費、機械設備費

対象経費の20%（地域振興に寄
与すると市長が認める場合は
30%）

新設 3億円
増設・移設 1億円

大規模事業用地
取得奨励金

測量費、登記手数料、その他市
長が必要と認める経費 対象経費の75% 3,000万円

雇用促進助成金 ― 勝山市在住新規雇用者
50万円/人（6か月以上就労）

5,000万円
（100人）

環境整備助成金
工場等建設用地内の道路緑地、
社員施設、消融雪装置などの設
置費用

対象経費の30% 1,000万円

借地助成金 市内に工場などを建設するため
の用地の借地料

借地料の1/2（賃貸借契約締結
日から操業開始までの期間） 300万円

空き工場等活用
助成金

空き工場などの売買による取得
費、賃借料（3年分）、改修費 対象経費総額の50%以内 1,000万円（製造

業は1,500万円）
企業立地促進
資金融資補給金

県企業立地促進資金の適用を受
けた企業の借入利息

県要綱に規定する融資利用率の
1/2を利子補給(5年間) ―

※交付要件などについては市のホームページをご覧いただくか、担当課にお問い合わせください
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勝山市のＵ・Ｉターン施策

勝山市は、現在勝山にお住まいの方、また勝山に移住したいという方を全力で応援します。

勝山にお住まいの方を応援します

勝山への移住をお考えの方を
応援します

勝山に移住される方を応援します

　お子さんへの医療費助成や奨励金の交付、市内
での住宅取得に対する助成、結婚に対する支援を
行います。

　勝山の魅力を体験していただけるツアーを実施
するほか、移住コンシェルジュを配置し相談など
に応じます。

　家賃や引越費用など住まいに関する助成、働く
場のご紹介や出店への補助のほか、移住者同士の
交流など勝山での暮らしについてもお手伝いしま
す。もしお知り合いに移住をお考えの方がいらっ
しゃれば、ぜひお声掛けをお願いします。

● 定住化促進事業
　市内での新築、中古住宅取得を支援します。
●子ども医療費助成事業
　詳しくは4ページ2段目を参照。
●多世帯同居推進事業
　多世帯同居のための住宅改修を支援します。

● 移住コンシェルジュの設置
　移住を希望される方からの相談にきめ細やかに
対応し、移住された方の円滑な定住を支援します。

● 移住促進家賃助成事業補助金
　市外から移住し、市内の民間賃貸住宅に居住さ
れる方に家賃の一部を助成します。（家賃の１／２
（上限：1万円／月）　期間：2年間）
● 移住促進引越費用助成事業補助金
　市外からの移住にかかる家財道具などの運搬に
要する経費の一部を助成します。（運搬費用の２／
３（上限：10万円））
● Ｕ・Ｉターン者空き家住まい支援事業
　U・Ｉターン者の中古住宅取得、リフォームを
支援します。

●子育て世帯空き家住まい支援事業
　子育て世帯の中古住宅取得、リフォームを支援
します。
●すくすく育成奨励金
　保護者と生計を一にする第3子以上のお子さん
が生まれた保護者に奨励金を交付します。
●結婚支援交流イベント
　これまでの交流に加え、市外の方と交流を図る
イベントを実施します。

●勝山暮らし体験ツアー
　移住を検討している方
に、勝山を体験し魅力を
知っていただくためのツ
アーを実施します。
（農業体験・子育て環境見学・雪国体験・空き家見
学・先輩移住者との交流会など）
●空き家情報バンク
●お試し移住体験施設

●医療および介護人材緊急確保奨励金
　市内に住所を有する新規卒業者または市外から
の移住者で、市内の医療機関の看護師や介護サー
ビス事業所の介護サービス従事者として勤務した
方へ奨励金を支給します。（年額：10万円　期間：
3年間）
●商業施設出店促進事業補助金
　市内の空き地空き家を活用して出店する店舗の
新築・増改築などの工事費および出店後の土地・
建物の賃借料を補助します。
●移住促進市外通勤支援給付金
　市外の事業所に通勤される方に給付金を支給し
ます。（２千円／月　期間：２年間）
●移住者交流会
●移住者新規チャレンジ支援事業補助金
　移住者が地域活動に参加するために自ら主催す
る事業に必要な経費の一部を助成します。（上限：
５万円／年、２回まで）

私たちが応援します

ふるさと創生・移住課
　移住・定住に関する総合窓口として「ふるさと創生・移住
課」が新設されました。詳しくは下記までご連絡ください。
問　ふるさと創生・移住課（市役所2階）☎88－8130

平成29年度 予算特集
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　職場の健康保険加入後、国民健康保険の喪失
手続きが必要です。
◆届出先　市民課
◆手続きに必要な物　
　新しい職場の被保険者証、国民健康保険被
保険者証、印鑑、マイナンバー

　職場の健康保険の資格がなくなるため、次の
いずれかに加入することになります。
　①職場の健康保険の「任意継続」
　②配偶者などの健康保険の扶養
　③国民健康保険
◆届出先
　①加入していた健康保険の事業所
　②配偶者の職場
　③市民課
◆手続きに必要な物
　加入していた健康保険資格を喪失したこと
を証明する書類、印鑑、本人確認ができるも
の（運転免許証など）、マイナンバー

問　市民課（市役所1階）☎88－8102

　修学するためにほかの市町村へ住民票を
移した方には、遠隔地被保険者証を交付し
ます。
◆届出先　市民課
◆手続きに必要な物　
　在学証明書（平成29年4月以降のもの）、国
民健康保険被保険者証、印鑑、本人確認がで
きるもの、マイナンバー
　※ 修学を終えた方は、遠隔地被保険者証を返
却し住民登録してある市区町村で国民健康
保険に加入してください

●○●納付書での前納（２年・１年・６か月）の納付期限は４月末日です●○●
現金（納付書）での２年前納の割引額は1万4,400円です。
※ 口座振替およびクレジットカード納付による平成29年4月からの前納（2年度分・1年度分・6か月分）
の新規申し込みは2月末日で終了しました。現金（納付書）でのまとめ払いは任意の月から翌年度（ま
たは翌々年度）3月分まで納付書で納めていただくことが可能です
　例：5月以降に前納する場合、最大で翌々年3月分までの23か月分といった納付が可能です。

　平成29年度の国民年金保険料は1万6,490円です。保険料をまとめて前払い（前納）すると割引があ
ります。なお、国民年金保険料は4月上旬に日本年金機構より発送される納付書を使用して、金融機関
またはコンビニエンスストアなどでお支払いください。ただし、納付額が30万円を超える場合、コン
ビニエンスストアでの納付はできませんので、金融機関などの営業日にご留意ください。

就職・退職・進学したら国民健康保険の手続きを！就職・退職・進学したら国民健康保険の手続きを！

国民年金のお知らせ国民年金のお知らせ

国
保
・
年
金

非自発的失業者の
国民健康保険税の軽減について

　リストラや会社の倒産など、事業所の都
合で離職された方は、申請により国民健康
保険税が軽減されます。
【軽減の条件】
　離職時65歳未満かつハローワークで交付
される雇用保険受給者資格証の離職理由
コードが下記に該当する。
対象コード　11・12・21・22・23・

31・32・33・34
　申請手続きには国民健康保険被保険者証、
雇用保険受給者資格証、印鑑が必要です。

2年前納 1年前納 6か月前納

37万9,560円
（1万4,400円）

19万4,370円
（3,510円）

9万8,140円
（800円）

問　市民課（市役所1階）　☎88 ｰ 8102
　　福井年金事務所　国民年金課　☎0776 ｰ 23 ｰ 4516

就職した場合 進学した場合

退職した場合

現金前納割引額
※ （　）は毎月納め
る場合と比較した
割引額です。
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３月定例市議会

平
成
29
年
度
一
般
会
計

当
初
予
算
な
ど
を
可
決

　

平
成
29
年
3
月
定
例
市
議
会
が

2
月
28
日
〜
３
月
23
日
の
日
程
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

山
岸
市
長
は
招
集
あ
い
さ
つ
の

中
で
、「
市
民
の
要
望
に
最
大
限

応
え
、
き
め
細
か
な
施
策
の
展
開

を
図
っ
て
新
年
度
予
算
を
編
成
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
勝
山
市
を
次
世

代
へ
継
承
し
、
未
来
に
希
望
が
持

て
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
く
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
当
初
の
一
般
会
計

お
よ
び
８
件
の
特
別
会
計
、
１
件

の
企
業
会
計
予
算
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。（
詳
細
は
２
〜
６
Ｐ
）

　

ま
た
、
平
成
28
年
度
の
一
般
会

計
お
よ
び
８
件
の
特
別
会
計
、
１

件
の
企
業
会
計
で
補
正
予
算
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

決
ま
っ
た
内
容

◆
条
例

　

条
例
は
、
一
部
改
正
が
16
件
、

廃
止
が
１
件
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
部
改
正
さ
れ
た
条
例

• 
勝
山
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

• 

勝
山
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

• 

勝
山
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

• 

勝
山
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与

及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

• 

勝
山
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

• 

勝
山
市
子
ど
も
医
療
費
の
助
成

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

• 

勝
山
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任

免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

• 

勝
山
市
体
育
施
設
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

• 

勝
山
市
議
会
議
員
及
び
勝
山
市

長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動

用
自
動
車
の
使
用
の
公
営
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
• 

勝
山
市
議
会
議
員
及
び
勝
山
市

長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動

用
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
の
公
営
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

• 

勝
山
市
長
の
選
挙
に
お
け
る
選

挙
運
動
用
ビ
ラ
の
作
成
の
公
費

負
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

• 

勝
山
市
特
別
用
途
地
区
及
び
特

定
用
途
制
限
地
域
の
区
域
内
に

お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

• 

勝
山
市
土
地
開
発
基
金
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

• 

勝
山
市
簡
易
水
道
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

• 
勝
山
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

• 

勝
山
市
企
業
振
興
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

廃
止
さ
れ
た
条
例

• 

勝
山
市
水
田
農
業
確
立
対
策
推

進
事
業
基
金
の
設
置
、
管
理
及

び
処
分
に
関
す
る
条
例
の
廃
止

に
つ
い
て

◆
そ
の
他

　

そ
の
ほ
か
２
議
案
が
可
決
さ

れ
、
２
議
案
を
撤
回
し
、
１
件
の

陳
情
が
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
１
議
案
が
審
議
未
了
と
な

り
ま
し
た
。

◆
人
事
案
件
に
つ
い
て

• 

勝
山
市
副
市
長
の
選
任
に
つ
い

て
同
意
さ
れ
ま
し
た

松
村
誠
一
氏　

＝
芳
野
町
２
＝

• 

勝
山
市
教
育
委
員
会
教
育
長
の

任
命
に
つ
い
て
同
意
さ
れ
ま
し

た
梅
田
幸
重
氏　

＝
昭
和
町
３
＝

• 

勝
山
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た

若
林
正
三
郎
氏　

＝
旭
町
2
＝

• 

３
件
の
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
異
議
な
し
と
し
ま
し
た

天
野
恭
子
氏　

＝
猪
野
＝

黒
田
眞
生
氏　

＝
昭
和
町
３
＝

水
野
初
美
氏　

＝
滝
波
町
５
＝

防災に関するお知らせ防災に関するお知らせ
●災害時の指定避難所として最初に各公民館を開設
　災害時に、避難者が少人数だと見込まれる場合の一時的な避難
所として市の各公民館を「一時（いっとき）避難所」として最初
に開設するように変更しました。なお、地震などの大規模な災害
が発生した場合は、各小中学校の体育館や体育施設などを「拠点
避難所」として最初に開設します。
●避難情報名称の変更
　避難情報の名称が一部変更されています。市が発表する避難情
報は次の３種類です。（赤字は変更箇所）

避難情報の種類 住民の皆さんがとるべき避難行動

避難準備・高齢者
等避難開始

ご高齢の方などは避難を開始してください。
それ以外の方は避難の準備をしてください。

避難勧告 速やかに避難を開始してください。

避難指示（緊急） 避難がまだの方は緊急に避難してください。

問　総務課（市役所２階）　☎88 ｰ 1116
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　勝山市における10年間のまちづくりの設計図である「第５次勝山市総合
計画」について、策定（平成23年３月）から５年経過したことから、この
間の社会経済情勢の変化を取り込むべく、この度「第５次勝山市総合計画

市
内
各
地
区
の
地
域
力
向
上

　

市
内
10
地
区
と
、
そ
れ
を
構
成
す
る
各

行
政
区
（
基
礎
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
が
活

性
化
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
存
続
し
て
い

け
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
や
特
徴
、

規
模
に
応
じ
た
柔
軟
な
施
策
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

① 

基
礎
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

そ
の
集
合
体
で
あ
る
地
区
の
活
性
化

• 

地
区
要
望
へ
の
き
め
細
か
な
対
応

• 

雪
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

• 

超
高
齢
社
会
に
お
け
る
高
齢
者
の
移
動

手
段
確
保

• 

地
域
活
性
化
の
モ
デ
ル
と
な
る
北
谷
地

区
の
手
法
を
各
地
区
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
② 

10
地
区
の
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進

• 

地
域
住
民
が
主
体
と
な
り
、
地
区
の
個

性
や
魅
力
を
活
か
す
活
動
の
活
性
化
な

ど
、
地
域
力
を
高
め
る
た
め
の
施
策
の

推
進

向
上

地
域
力
の

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
か
ら

　

ジ
オ
パ
ー
ク
へ
の
新
た
な
展
開
に

よ
る
市
民
力
の
向
上

①
「
恐
竜
渓
谷
ふ
く
い
勝
山
ジ
オ
パ
ー
ク
」

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

　

勝
山
市
は
平
成
21
年
に
市
全
域
が
日
本

ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
し

て
き
た
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
理
念
を
、
今

後
は
ジ
オ
パ
ー
ク
の
そ
れ
に
発
展
さ
せ
、

ま
ち
づ
く
り
の
中
心
に
置
く
こ
と
と
し
ま

す
。

　

そ
し
て
、
市
民
が
主
体
と
な
っ
た
ま
ち

づ
く
り
を
さ
ら
に
促
進
す
る
た
め
、
さ
ら

な
る
「
市
民
力
」
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

②
エ
コ
環
境
都
市
の
実
現

　

勝
山
市
の
美
し
い
景
観
や
自
然
豊
か
な

環
境
に
対
す
る
市
民
の
思
い
を
育
み
、
エ

コ
ロ
ジ
ー
に
基
づ
い
た
誰
も
が
住
み
や
す

い「
エ
コ
環
境
都
市
」の
実
現
を
図
り
ま
す
。

• 

市
民
の
環
境
意
識
の
醸
成

• 

低
炭
素
社
会
・
循
環
型
社
会
の
構
築

「まちまるごとジオパーク」
の魅力を活かして
「ワクワクするときめきに
満ちたまち勝山」

市
民
力
の

向
上

基本理念「ジオパークの魅力を活かしたふるさと　

基本
政策

２

基本
政策

３

目指すべきまちの姿２

を改定しました
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ルネッサンスの実現」

第５次勝山市総合計画  を改定しました
（改定版）」として計画内容を見直しました。
　ここでは、計画の中心となる３つの基本政策に
ついてご紹介いたします。

①
若
い
世
代
の
雇
用
創
出
と
就
労
支
援

• 

20
代
か
ら
30
代
の
若
い
世
代
の
転
出
抑

制
• 

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
の
促
進

• 

観
光
の
産
業
化
等
に
よ
る
雇
用
の
創
出

• 

就
労
支
援
体
制
の
充
実
に
向
け
た
各
種

施
策
の
促
進

• 

移
住
・
定
住
先
と
し
て
若
い
世
代
に
選

ば
れ
る
た
め
の
、
各
種
施
策
等
の
対
外

的
な
情
報
発
信

②
結
婚
・
子
育
て
・
教
育
を
支
援
す
る

生
活
環
境
基
盤
の
整
備

• 

「
子
育
て
支
援
日
本
一
」
や
結
婚
・
出
産

に
関
す
る
支
援
の
充
実
と
市
内
外
に
向

け
た
積
極
的
な
情
報
発
信

• 

誰
も
が
安
全
安
心
に
暮
ら
せ
る
生
活
環

境
基
盤
の
整
備

• 

愛
郷
心
を
育
む
教
育
の
推
進

③
元
気
な
高
齢
者
や
交
流
人
口
の
増

に
よ
る
、
域
内
需
用
の
維
持

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、
元
気
で
生
き
生

き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
健
康
長
寿
に
向
け
た

施
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
市
内
で
の

消
費
増
加
に
つ
な
が
る
交
流
人
口
の
拡
大

に
努
め
る
こ
と
に
よ
り
、
人
口
と
と
も
に

減
少
す
る
市
内
の
生
産
と
消
費
の
担
い
手

を
補
い
ま
す
。

　

総
合
計
画
策
定
か
ら
５
年
が
経
過
し
、

次
の
よ
う
な
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対

応
す
る
た
め
改
定
を
行
い
ま
し
た
。

• 

全
国
的
な
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の

進
展

• 

東
日
本
大
震
災
発
生
な
ど
に
伴
う
防
災

意
識
の
向
上

• 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
I
o
T
の
普
及

• 

外
国
人
観
光
客
の
増
加　

な
ど

人
口
減
少
問
題
へ
の
対
応

　

人
口
減
少
問
題
へ
の
対
策
は
、
最
も
身

近
で
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
今
回
の
改
定

に
お
い
て
最
も
力
を
入
れ
た
点
で
す
。

　

人
口
減
少
を
止
め
る
た
め
に
は
、
転
出

者
を
抑
制
し
て
転
入
者
を
増
や
す
と
と
も

に
、
特
に
若
い
世
代
を
増
や
し
出
生
数
を

増
加
さ
せ
る
こ
と
を
同
時
並
行
的
に
進
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
昨

年
度
策
定
し
た
「
勝
山
市
地
方
創
生
総
合

戦
略
」
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー

ン
推
進
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
施
策
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

小さくてもキラリと光る
誇りと活力に満ちた
ふるさと勝山

改
定
の
背
景

基本
政策

１

目指すべきまちの姿１

人
口
減
少
問
題
へ
の
対
応
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園便り「あっぷっぷ」
の発行

　感染症や予防接
種、子どもの病気に
ついての情報があり
勉強になります。

問　

福
祉
・
児
童
課
（
す
こ
や
か
内
）　

☎
87
‐
０
７
７
７

ひ
か
り
病
児
保
育
園

　
（
ク
リ
ニ
カ
・
デ
・
ふ
か
や
内
）

☎
88
‐
０
２
８
８

開
園
時
間
▼
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
30
分

休
園
日
▼
土
・
日
・
祝
日

利
用
料
金
▼
１
回
２
０
０
０
円

（
お
や
つ
・
昼
食
込
）

※
診
察
料
は
別
途
必
要

定 　

員
▼
６
人
（
持
ち
物
は
お
申

し
込
み
時
に
お
伝
え
し
ま
す
）

※ 

見
学
可
。
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

ご利用の流れについて

行
政
相
談
委
員
のご

紹
介

宝
く
じ
の
助
成
金
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

を
整
備
し
ま
し
た

　

４
月
１
日
付
け
で
左
記
の
２
人

の
方
が
、
総
務
大
臣
か
ら
行
政
相

談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
２
年
間
で
す
。（
敬
称
略
）

再　

任

　

木
村
美
智
子　

＝
昭
和
町
１
＝

新　

任

　

櫻
井
久
美
子　

＝
郡
町
２
＝

　

行
政
相
談
委
員
は
市
民
と
行
政

の
間
に
立
ち
、
問
題
解
決
の
お
手

伝
い
を
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

定
例
相
談
日
▼
毎
月
第
３
水
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ
▼
教
育
会
館
蘭
・
桜
の
間

問　

未
来
創
造
課（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
５

　
（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実

強
化
お
よ
び
宝
く
じ
の
社
会
貢
献

広
報
を
目
的
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
荒
土
町
松
ヶ
崎
区

が
本
事
業
を
活
用
し
、
区
民
の
悲

願
で
あ
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー「
松
ヶ
崎
区
ふ
れ
あ
い
会
館
」

を
整
備
し
ま
し
た
。

問　

未
来
創
造
課（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
５

窓から市内を一望窓から市内を一望

家庭的で家庭的で
あたたかい雰囲気あたたかい雰囲気

① 受　付：申込書記入後、
保育士(看護師)が応
対・受入
② 診　察：医師がその日
の症状を診察
③ 保育看護：４階保育室
にて保育
④ お迎え：医師が診察し、
１日の病状や家庭での
ケアなどについて説明

電話で利用申し込み

キャンセル待ち

利用当日午前８時前
に入室状況を保育士
より電話連絡

日誌で一日の様子を
お伝え

　熱の具合いや食べた
ものなどが細かく記載
されていて安心！

※ 予約のキャンセルは、当日午前７時30分までにク
リニック（☎88-0011）に電話をお願いします。
キャンセル待ちのキャンセルについても電話をお
願いします。

前日または当日朝
（緊急時は午後でも可）

当　日

空きなし

空きあり

キ
ャ
ン
セ
ル
あ
り

子
ど
も
が
病
気
で
…
で
も
仕
事
を
休
め
な
い
！　

そ
ん
な
と
き

病
児
・
病
後
児
保
育
サ
ー
ビ
ス
が
ご
利
用
に
な
れ
ま
す

病
児
・
病
後
児
保
育
っ
て
？

　

お
子
さ
ん
が
病
気
で
学
校
や
保

育
園
な
ど
に
行
け
な
い
と
き
、
保

護
者
に
代
わ
っ
て
医
師
、看
護
師
、

保
育
士
、
栄
養
士
が
一
時
的
に
保

育
看
護
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

対　

象
▼
生
後
２
か
月
児
〜

小
学
校
６
年
生
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安心して妊娠出産・育児ができる体制に
　すこやか内にある『子育て世代包括支援センター』では、
市内で安心して育児ができる環境を整え、妊娠期から子育て
期にわたる切れ目ない支援に繋げることを目的として、次の
ような妊婦や産婦に対する助成を行っています。ぜひご利用
ください。
問　健康長寿課（すこやか内）☎87 ｰ 0888

　

福
井
勝
山
総
合
病
院
の
産
婦
人

科
で
妊
婦
健
診
を
１
回
目
か
ら
受

診
し
、
出
産
支
援
連
携
体
制
に
よ

り
県
内
の
医
療
機
関
で
出
産
す
る

妊
婦
に
対
し
て
奨
励
金
10
万
円
を

交
付
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
度　

新
規
事
業
と
し

て
、
産
婦
を
対
象
に
福
井
勝
山
総

合
病
院
産
婦
人
科
に
て
実
施
す
る

産
婦
健
康
診
査
費
を
助
成
し
ま

す
。
次
の
対
象
時
期
に
あ
る
産
婦

に
各
１
回
、
合
計
２
回
分
を
助
成

し
ま
す
。
対
象
産
婦
に
は
準
備
が

整
い
次
第
、
受
診
券
お
よ
び
詳
細

説
明
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

産
後
６
か
月
未
満
の
産
婦
に
対

し
、
福
井
勝
山
総
合
病
院
の
産
婦

人
科
に
て
実
施
す
る
助
産
師
に
よ

る
母
乳
相
談
お
よ
び
母
乳
マ
ッ

サ
ー
ジ
の
助
成
（
一
人
１
回
）
を

行
い
ま
す
。

産婦健診のご案内

種類 対象時期 回数
産後２週間
健康診査

産後２週間
程度 １回

産後１か月
健康診査

産後１か月
程度 １回

ところ▶福井勝山総合病院産婦人科

に
こ
に
こ
妊
婦
奨
励
金

産
婦
健
診
の
実
施

福
井
勝
山
総
合
病
院
で
の

母
乳
相
談
費
の
助
成

にこにこ妊婦奨励金交付人数と利用率

人数

利用率

0

20

40

60

80

H24 H25 H26 H27 H28

39人39人

61人61人 61人61人 61人61人
72人72人

26.5％26.5％
36.7％36.7％ 40.4％40.4％

35.9％35.9％

50.3％50.3％

利用者の声
　福井勝山総合病院の産婦人
科を受診した時に掲示されていたポスターを
見たのと、母子手帳を頂いた時にすこやかで説明を聞いて、
「にこにこ妊婦奨励金制度」を利用しようと思いました。
　福井勝山総合病院では出産ができないので、途中で担当の
先生が変わる不安はありましたが、実際に健診を受けてみる
と先生や助産師さんがとても優しく、不安に思っていること
などを相談するとじっくりと時間をかけて相談に乗ってくだ
さいました。また、他の病院では予約していても待ち時間が
あると聞いたことがありますが、福井勝山総合病院は待ち時
間がなく、予約の時間に見てもらえました。家から近くて、
待ち時間もなく体への負担が少なかったです。　
　産後は母乳相談利用券＊を使って、福井勝山総合病院の母
乳相談を利用しました。担当してくださったのは健診中に顔
を合わせていた助産師さんだったので、気軽に相談できまし
た。
＊「福井勝山総合病院での母乳相談費の助成」を参照ください

母：松山奈央さん（28）
　　＝遅羽町比島＝
子：芽生ちゃん（9か月）
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大変お世話になりました
　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し
協

力
隊
を
し
て
い
た
牧
野
優
で
す
。
任
期
満
了

（
平
成
29
年
３
月
31
日
付
）
に
と
も
な
い
、
勝

山
市
を
離
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
６
月
か
ら
約
３
年
間
、
関
係
者

お
よ
び
周
辺
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
お
世

話
に
な
り
、
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

３
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問　

農
業
政
策
課
（
市
役
所
１
階
） 

☎
88
‐
８
１
０
６ 牧野　優さん

親子わくわくパクパク野菜塾親子わくわくパクパク野菜塾
～きただにじかん～～きただにじかん～

地域の行事や活動への参加地域の行事や活動への参加 勝山田舎暮らし体験応援倶楽部キラリ勝山田舎暮らし体験応援倶楽部キラリ

　北谷町木根橋を活動拠点にイベントを全
11回開催し、参加者と畑で野菜を育てて一
緒に調理して食べたり、畑で育てたケナフ
で紙すきをしました。回数を重ねる毎に仲
良くなっていく参加者の姿をみるのがとて
も嬉しかっ
たです。

　谷はやし込み行列などの行事に参加させ
てもらったり、むろこ女性の会の活動に参加
させてもらったり、その他さまざまな地域活
動に参加させてもらいました。どの活動も
私にとってとても貴重な経験になりました。

　事務局として立ち上げ当初から携わり、キラリ設
立前から行ってきた田舎暮らし体験だけでなく、
青空市への出店や商談会への出展支援、ニュースレター
の発行など新たな活動を始めることができました。

みんな笑顔で

嬉しかった

緊張したけど

楽しかった

出会いが沢山
で面白かった

親子わくわくパクパク野菜塾親子わくわくパクパク野菜塾

谷はやし込み行列谷はやし込み行列 【キラリ】田舎暮らし参加者 【キラリ】青空市出店

あなたの起業を支援します！ 勝山産のお土産を開発しませんか？

インキュベート施設入居者募集インキュベート施設入居者募集 おもてなし商品開発等支援事業の募集おもてなし商品開発等支援事業の募集
　「事務所を開いて創業したい、でもいきなり事
務所をもつのは不安…」
　そんなあなたに低コストで事務所をお貸しし
ます。意欲ある起業家の皆さんの応募をお待ち
しています。
対 　象▶情報関連産業、専門・技術サービス業、
無店舗小売業などを起業する方

ところ▶市民交流センター３階（面積　25㎡）
利用期間▶入居から３年間
　　　　　※最長２年間延長可能
利用料▶6,300円／月
　　　　※電気料金、電話料などは実費
設　備▶冷暖房設備、電話回線
問　商工振興課（市役所２階）☎88 ｰ 8105

　勝山産品を利用した「メイド　イン　勝山」のお土産
物を開発していただける事業者を募集します。
補助内容▶

事業名（内容） 補助額
商品開発・販路開拓事業（土産物
の開発、販売事業、情報発信事業
など）

対象経費の2/3
(上限100万円)

外部専門家派遣事業（外部専門家
などの指導を受ける事業） 上限20万円

対 　象▶観光の産業化に取り組む市内に住所を有する法
人または団体
応 募方法▶市ホームページまたは下記までお問い合わせ
ください
応募締切▶５月19日㈮　※５月下旬に審査会
問　商工振興課（市役所2階）☎88 ｰ 8105
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　民生委員・児童委員は、定められた担当区域にお
いて高齢者などの見守りや安否確認、子どもたちへ
の登下校時の声かけなどを行っています。
　民生委員は、児童福祉法に定められた児童委員を
兼ねています。子どもや子育てに関する支援を専門
に担当する主任児童委員もいます。
　地域住民の立場に立って、生活上の心配ごとや悩

みごとなど様々な相談に応じ、相談内容に応じて必
要な支援が受けられるよう専門機関へのつなぎ役に
なります。
　生活上での困りごとがあるときは、担当区域の民
生委員・児童委員にお気軽にご相談ください。秘密
は固く守ります。

～民生委員・児童委員は地域の見守り役、地域住民の身近な相談相手、～民生委員・児童委員は地域の見守り役、地域住民の身近な相談相手、
専門機関へのつなぎ役です～専門機関へのつなぎ役です～

＝民生委員制度は
　　　創設100周年を迎えました＝
“これからも地域とともに”“これからも地域とともに”
5月12日は「民生委員・児童委員の日」5月12日は「民生委員・児童委員の日」
★福井県では1,852人、全国では約23万人が活動しています。

問　福祉・児童課（すこやか内）☎87 ｰ 0777

≪勝山市民生委員児童委員協議会では、地域でこんな活動をしています≫

勝
山
地
区

中
部
地
区

南
部
地
区

北
部
地
区

　敬老会などの各地区の行事
のほか、児童センターや学校
行事にも参加しています。

　保育園・幼稚園・小学校にて子ども
たちとの交流会のほか、各地域で見守
りも行っています。

　各地区にて高齢者対象の健
康講座サロンを開催するほか、
給食の配食も行っています。

　独居老人の方々との交流会にて出し
物を披露しています。そのほか集団登
校に同行し見守りも行っています。

敬老会で受付敬老会で受付

小学校で交流会小学校で交流会

健康講座サロンの様子健康講座サロンの様子

交流会の様子交流会の様子

　年３回、
外国人家庭
交流会「サ
ン サ ン 広
場」を開催
し て い ま
す。

サンサン広場でもちつきサンサン広場でもちつき

主任児童委員会
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揚げ屋を見学
■３月18日　北郷町上野

　国重要文化財「旧木下家住宅」の揚げ屋作業が行
われ、その一般見学会が行われました。参加者は、
施行業者から揚げ屋の工法などを真剣に聞いていま
した。

充実の交流
■３月24日～30日　ハワイ　オアフ島

　ハワイ青少年交流事業が行われました。現地では
ライオンズクラブの方々との交流で勝山市のＰＲや
クラフトセッションでレイ作り・まゆだま恐竜作り
をしました。

安全第一！気を付けて
■４月６日　三室小学校

　児童の交通安全
を目的に、今年も
勝山交通安全協会
と勝山市より黄色
の交通安全帽子が
新入学児童に贈呈
されました。
　三室小学校で
は、児童９人に市
長、警察署長、交
通安全協会長より
直接帽子が贈られ
ました。

介護や終活を考える
■３月12日　市民会館

　介護・終活フェアが行われました。館内に関係の
のブースが開かれ、相談やＰＲをしていました。また、
シンポジウムや鳥越俊太郎氏の講演会などもあり充
実した内容となっていました。

希望の灯り
■３月８日　すこやか

　東日本大震災復興支援事業の「希望の灯り」の点
灯式を行いました。被災地の一日も早い復興と亡く
なられた方々のご冥福をお祈りしエコ風船を飛ばし
ました。

消防ポンプ車更新
■３月１日　消防署

　老朽化に伴い、消防ポンプ車を更新しました。新
車両は横方向から吸水管を採用したため、ホース操
作が一人でできるようになりました。
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臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策
分
）の
お
知
ら
せ

臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策
分
）の
お
知
ら
せ

申
・
問　

福
祉
・
児
童
課
（
す
こ
や
か
内
）
☎
87
‐
０
７
７
７

　

５
月
上
旬
以
降
に
、
み
だ
し
の

給
付
金
支
給
対
象
者
に
、申
請
書
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
書
類
を
お

送
り
し
ま
す
。
給
付
金
を
受
け
取

る
た
め
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
方
法
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、

申
請
期
間
内
に
申
請
手
続
き
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

給
付
金
は
、
提
出
さ
れ
た
申
請

書
な
ど
を
確
認
・
審
査
し
た
の
ち
、

７
月
中
旬
以
降
に
ご
指
定
の
口
座

に
振
り
込
む
予
定
で
す
。

支 

給
対
象
者
▼
平
成
28
年
１
月
１

日
に
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
て
お
り
、
平
成
28
年
度

の
市
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税

さ
れ
て
い
な
い
方

※ 

平
成
28
年
度
市
民
税
が
課
税
さ

れ
て
い
る
方
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
場
合
、
生
活
保
護
制
度
の
受

給
者
と
な
っ
て
い
る
場
合
な
ど

は
対
象
外

支 
給
額
▼
支
給
対
象
１
人
に
つ
き

１
万
５
０
０
０
円

申 

請
方
法
▼
お
手
元
に
届
い
た
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

必
要
書
類
を
添
え
て
福
祉
・
児

童
課
窓
口
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い

必
要
書
類
▼

① 

本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
写
し
な
ど

の
い
ず
れ
か
ひ
と
つ
）

② 

口
座
確
認
書
類
（
通
帳
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
写
し
）

※ 

昨
年
度
、
本
市
で
受
給
さ
れ
、

同
じ
口
座
に
振
り
込
み
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
①
②
と
も
に
必

要
あ
り
ま
せ
ん

申
請
受
付
期
間
▼
5
月
15
日
㈪
〜

8
月
15
日
㈫

給付金の特設窓口
受付会場 受付日時

すこやか
３番入口ロビー
※ 期間終了後は、福
祉・児童課窓口に
て開庁時間に受け
付け

５月15日㈪
～ 19日㈮

午前８時30分
～午後５時15分

猪野瀬公民館 5月22日㈪
午前9時～正午

遅羽公民館 5月22日㈪
午後1時～ 4時

北谷町コミュニティ
センター

5月23日㈫
午前9時～正午

野向公民館 5月23日㈫
午後1時～ 4時

教育会館ロビー 5月24日㈬
午前９時～午後３時

平泉寺公民館 5月25日㈭
午前9時～正午

荒土公民館 5月25日㈭
午後1時～ 4時

北郷公民館 5月26日㈮
午前9時～正午

鹿谷公民館 5月26日㈮
午後1時～ 4時

各
種
お
知
ら
せ

勝
山
市
ハ
ワ
イ
青
少
年

交
流
事
業
報
告
会

　

市
内
の
中
高
生
が
ハ
ワ
イ
訪
問

で
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

　

ハ
ワ
イ
と
の
交
流
事
業
に
興
味

の
あ
る
中
高
生
の
方
、
国
際
交
流

や
ハ
ワ
イ
の
文
化
に
興
味
の
あ
る

方
は
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

と　

き
▼
４
月
28
日
㈮

　
　
　
　

午
後
７
時
〜
８
時

と
こ
ろ
▼
教
育
会
館
第
１
研
修
室

問 　

生
涯
学
習
課
（
教
育
会
館
２

階
）
☎
88
‐
８
１
１
４

中
岳
春
山
登
山

〜
残
雪
の
山
々
の
絶
景
を

独
り
占
め
し
よ
う
〜

　

残
雪
の
奥
越
の
山
々
の
絶
景
を

楽
し
み
な
が
ら
歩
き
ま
す
。

と　

き
▼
５
月
20
日
㈯

　

午
前
８
時
15
分
〜

午
後
４
時
10
分
（
少
雨
決
行
）

集 　

合
▼
奥
越
高
原
青
少
年
自
然

の
家

定　

員
▼
50
人
（
高
校
生
以
上
）

参
加
費
▼
２
０
０
円

申
込
期
間
▼
４
月
22
日
㈯
〜

５
月
６
日
㈯

※
電
話
の
み
受
付
、
月
曜
休
み

申 
・
問　

奥
越
高
原
青
少
年
自
然

の
家　

☎
67
‐
１
３
２
１

縄文遺跡等資料室が
日曜日開館します

　遅羽公民館２階にある「縄文遺跡等資料
室」が、平日に加えて日曜日も開館いたし
ます。ぜひお越しいただき勝山の歴史を堪
能してください。なお平日は公民館の開館
時間に見学ができます。
日曜日開館期間▶４月16日～ 11月19日
　※10月１日・15日は休館
開館時間▶午前10時～午後４時

問　史蹟整備課（教育会館２階）
☎88 ｰ 8113
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〜
地
域
文
化
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜  

①

　

地
域
の
文
化
や
歴
史
を
掘
り
起
こ
し
、
自
身

の「
ふ
る
さ
と
」を
知
っ
て
も
ら
う
新
コ
ー
ナ
ー

で
す
。
今
回
は
「
観
音
さ
ま
の
お
す
す
め
」
が

行
わ
れ
た
遅
羽
町
北
山
区
を
紹
介
し
ま
す
。

　

明
治
22
年
（
１
８
８
９
）
に
下
荒
井
・
嵭
崎
・

大
袋
・
北
山
・
蓬
生
・
比
島
の
６
大
字
が
合
併

し
遅
羽
村
が
成
立
し
た
。
村
名
は
中
世
の
延
暦

寺
無
動
寺
領
遅
羽
荘
の
荘
園
名
に
由
来
す
る
。

　

北
山
の
地
名
は
天
文
８
年
（
１
５
３
９
）
の

「
平
泉
寺
賢
聖
院
々
領
目
録
」に「
遅
羽
村
之
内
」

と
し
て
「
北
山
・
蓬
生
村
・
大
フ
ク
ロ
」「
北

山
惣
社
」
と
あ
る
。
慶
長
10
年
（
１
６
０
５
）

頃
に
作
成
と
考
え
ら
れ
る
「
慶
長
国
絵
図
」
に
、

遅
羽
地
区
に
は
３
つ
の
村
が
描
か
れ
、
そ
の
１

つ
「
お
そ
わ
口
村
」
が
先
の
３
村
に
該
当
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　

人
口
と
産
業
は
、
元
禄
11
年
（
１
６
９
８
）

の「
郡
上
領
明
細
帳
写
」に
よ
る
と「
家
数
13
軒
、

人
数
81
人
、
牛
馬
８
匹
」「
農
間
稼
ぎ
と
し
て

蚕
飼
、
布
・
木
綿
、
畑
作
と
し
て
木
綿
、
煙
草
、

芋
」
と
あ
る
。
明
治
６
年
（
１
８
７
３
）
の
「
足

羽
県
地
理
誌
」
に
は
「
戸
数
17
軒
、
人
口
87
人
、

馬
５
匹
、
物
産
と
し
て
繭
が
43
貫
目
、
桑
が
２

８
０
貫
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
、
戸
数

は
少
し
ず
つ
減
少
し
現
在
は
12
戸
で
あ
る
。

　

ま
た
、
先
の
明
細
帳
写
に
「
氏
神
二
社　

但　

毘
沙
門
・
観
音
」
と
あ
り
「
北
山
惣
社
」
は
こ

の
２
社
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
2

社
は
、
明
治
9
年
に
合ご
う

祀し

し
白
山
神
社
と
な
り

村
社
に
列
せ
ら
れ
た
。
小
字
名「
尾
山
」が
あ
り
、

伝
承
で
は
尾
山
に
観
音
堂
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、「
観
音
さ
ま
の
お
す
す
め
」
は
こ

の
観
音
に
由
来
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
２

月
の
小
正
月
に
実
施
（
現
在
は
３
月
に
実
施
）

さ
れ
る
伝
承
行
事
で
、
市
の
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
小
学
生
が
集
め
て
き
た

米
を
米
か
ち
歌
に
合
わ
せ
て
４
人
の
男
が
搗つ

き
、
粥
に
し
て
〝
観
音
さ
ま
の
お
す
す
め
〜
〞

と
は
や
し
な
が
ら
、
女
性
や
子
ど
も
が
持
つ
茶

碗
に
男
性
が
何
杯
も
入
れ
て
い
く
。
各
家
か
ら

持
ち
寄
ら

れ
た
漬
物

な
ど
と
一

緒
に
腹

い
っ
ぱ
い

食
べ
、
笑

い
声
の
絶

え
な
い
行

事
で
あ

る
。

　

前
号
「
石
碑
探
訪
」
内
の
「
黒
坂
勝
美
」

は
「
黒
板
勝
美
」
の
誤
り
で
す
。
お
詫
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。

地
域
の
文
化
文
化
や
歴
史
を
掘

起

し
、

を
ねねねてててねね

 
市
史
編
纂
室　

山
田　

雄
造

　

福
井
県
屋
外
広
告
美
術
協
同
組
合
様
か

ら
国
体
ク
レ
ー
射

撃
競
技
プ
レ
大
会

開
催
看
板
の
協
賛

を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
」
国
体
・
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
Ｐ
Ｒ
用
懸
垂
幕
を
ジ

オ
ア
リ
ー
ナ
に
設
置
し
ま
し
た
。

問 　
「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
」
国
体
・
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
勝
山
市
実
行
委
員

会
（
国
体
推
進
課
内
）

 

☎
88
‐
８
１
２
8

「旧料亭 花月楼」「旧料亭 花月楼」
リニューアルオープンリニューアルオープン

　独特の建築造作「傘天井」を有する国登録有形文化
財「旧料亭 花月楼」が、お食事処として再び蘇ります。
名　称▶旬菜食祭　花月楼
オープン▶４月28日㈮　午前11時
営業時間▶午前11時～午後5時
定休日▶毎週水曜日

　オープンに併せて、花月楼や大清水公園を中
心に、小川や通りをLEDライトを使った行燈な
どの「灯り」で彩ります。
期　間▶４月28日㈮～５月６日㈯
時　間▶午後６時～10時

灯
り
ま
つ
り
問　勝山市観光まちづくり㈱　☎87 ｰ 1245
　　観光政策課（市役所2階）☎88 ｰ 8117
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行ってみよう

湯ったり勝山
　３月の湯ったりの日は、快晴で暖かい日とな
りました。落語は「饅頭こわい」と題して、お
饅頭を食べる仕草があり、本当に食べているよ
うに美味しそうに見えました。ヴァイオリン演
奏では、綺麗な音色を聞きながら懐かしい曲を
口ずさむことができ良いひとときとなりました。

申・問　地域包括支援センター「やすらぎ」
（すこやか内）　☎87 ｰ 0900

４月16日㈰は「湯ったりの日」
　午後1時30分～　「アンチエイジング講座」

　

骨こ
つ

粗そ

鬆し
ょ
う

症
と
は
「
骨
が
弱
く

な
っ
て
骨
折
の
危
険
性
が
高
く

な
っ
た
病
気
」
で
す
。
今
回
は
、

こ
の
骨
粗
鬆
症
に
関
し
て
Ｑ
＆

Ａ
方
式
で
説
明
し
ま
す
。

Ｑ　

患
者
数
は
？

Ａ 　

日
本
で
は
１
２
８
０
万
人
の

患
者
（
男
性
３
０
０
万
人
、
女

性
９
８
０
万
人
）
が
い
る
と
推

測
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

原
因
は
？

Ａ 　

骨
は
骨
吸
収
・
骨
形
成
を
繰

り
返
し
て
お
り
、
こ
の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
て
骨
吸
収
が
強
ま
る
と

骨
粗
鬆
症
と
な
り
ま
す
。
閉
経

に
と
も
な
う
女
性
ホ
ル
モ
ン
の

低
下
、
カ
ル
シ
ウ
ム
・
ビ
タ
ミ
ン

Ｄ
・
Ｋ
欠
乏
、
若
年
期
に
十
分

な
骨
量
が
形
成
さ
れ
な
か
っ
た

場
合
、
遺
伝
、
運
動
不
足
な
ど

が
原
因
で
す
。
糖
尿
病
な
ど
の

他
疾
患
や
そ
の
治
療
薬
に
伴
っ

て
発
生
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ　

放
置
し
て
も
問
題
な
い
？

Ａ 　

骨
折
の
危
険
性
が
高
く
な
り

ま
す
。
背
骨
・
股
関
節
で
の
骨

折
が
生
じ
や
す
く
な
り
、
こ
れ

ら
の
骨
折
は
寝
た
き
り
の
原
因

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
死
亡
リ

ス
ク
が
上
昇
す
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
お
り
、
放
置
は
よ
く
あ

り
ま
せ
ん
。

Ｑ　

診
断
方
法
は
？

Ａ 　

腰
背
部
痛
の
有
無
、
レ
ン
ト

ゲ
ン
、
血
液
・
尿
検
査
、
骨
密

度
検
査
な
ど
で
診
断
し
ま
す
。

弱
い
外
力
で
骨
折
す
る
場
合
は
、

そ
れ
だ
け
で
骨
粗
鬆
症
と
診
断

さ
れ
ま
す
。

Ｑ　

予
防
方
法
は
？

Ａ 　

若
年
者
で
は
十
分
な
栄
養
を

と
り
、
18
歳
以
前
に
強
度
の
あ

る
運
動
を
行
う
こ
と
。
中
高
年

者
で
は
適
正
体
重
の
維
持
・
カ
ル

シ
ウ
ム
お
よ
び
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
十

分
な
摂
取
・
適
度
な
運
動
・
禁
煙
・

ア
ル
コ
ー
ル
を
控
え
る
こ
と
。

Ｑ　

治
療
方
法
は
？

Ａ 　

現
在
、
様
々
な
種
類
・
投
与

間
隔
の
治
療
薬
が
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
治
療
が
一

番
適
し
て
い
る
の
か
は
各
人
で

異
な
り
ま
す
の
で
、
医
療
機
関

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

予
防
・
治
療
を
積
極
的
に
行
っ

て
健
康
寿
命
を
伸
ば
し
ま
し
ょ

う
。

問　

健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
８
８
８

骨粗鬆症について
JCHOJCHO-

福井勝山総合病院副院長　北　野　慎　治 ColumnColumn

緊急メールサービスの
登録はお済みですか？
　防災無線が聞き取りづらい状況
でも、防災情報や気象警報を知る
ことができます。まだ登録されて
いない方は、ぜひご登録ください。
問　総務課（市役所２階）　☎88 ｰ 1116

QRコードを
読み取り

空メールを送信

恐竜博物館行事案内

問　県立恐竜博物館　☎88 ｰ 0001
　　http://www.dinosaur.pref.fukui.jp/

4月26日㈬

「なぞの恐竜を研究しよう」4月16日㈰
博物館自然教室

「恐竜が死に、そして
　　　　　埋まった場所

～タイでの発掘を例に～」
4月23日㈰
博物館セミナー

休館日

※ 詳しくは恐竜博物館のホームページをご覧ください

ゴールデンウィークの時間拡大開館
４月29日(土・祝) ～ 5月7日㈰は、開館時間を
拡大し、午前8時30分～午後６時とします


